
 

  

令和７年度公益社団法人古河市シルバー人材センター事業計画 

 

１ 概要 

  当センターのここ数年の課題は、毎年減少している会員数を一日も早くコロナ

禍前の水準に回復させることで、令和６年度事業計画では目標会員数を第二次中

期計画の1,025人と設定しました。しかし、９月までの半年間で前年度の一年間

を上回る減少に歯止めがかからない状況となっております。 

  退会理由として、「会費未納」が37.0％と最も多く、「仕事をしていないから納

められない」と推測できます。また、「希望する仕事がない」の11.1％を合わせ

ると48.1％と半数近くがマッチングする職種がないと考えられます。 

  2025年は団塊の世代全員が後期高齢者に突入することで、多くの社会問題がさ

らに本格化することが指摘され、特に労働力不足はあらゆる分野で深刻な問題と

なります。福祉・家事援助サービスや空き家管理、子育て支援などの地域社会の

課題解決の担い手として、新たな職域をビジネスチャンスと捉え、令和７年度も

引き続き会員拡大を重要課題といたします。 

  企業退職予定者や健康な高齢者の活躍の幅を広げるために、新たな職域開拓に

取り組みます。就業開拓委員会を中心に積極的にＰＲや営業活動を展開すること

で、事務系やサービス系職種の新規顧客を開拓し退会会員の抑制に努めます。 

また、昨年度と同様に女性会員の更なる拡大に取り組み、現在36％台の女性比

率の引き上げを目指します。 

新たな課題として、法令遵守の視点から会員がフリーランス法（令和６年11月

１日施行）による保護を受け、安心・安全に就業できる環境整備のために「発注

者・センター・会員」それぞれの役割を明確にする「新たな契約方法」に見直し

てまいります。 

 

２ 基本方針 

当センターは、昭和60年6月に社団法人古河総和広域シルバー人材センターと

して設立され、平成18年4月に三和シルバー人材センターを統合しました。 

平成24年4月に公益法人として認可され、平成26年4月に公益法人古河市シル

バー人材センターに移行し、現在に至っています。 

シルバー人材センターの崇高な理念を実現するため三つの基本方針を掲げ、積

極的に事業活動を展開してまいります。 



 

また、事務事業の効率化を図るとともに経費削減に努め、安定した運営が図れ

るよう努力してまいります。 

1. 知識や能力等、多種多様な経験を持つ高齢者の入会を促進し、就業機会の

拡大を図ります。 

2. 安全就業及び適正就業を推進し、会員はじめ地域にとっても魅力あるシル

バー人材センターの実現に努めます。 

3. 財政基盤の強化と組織の活性化に努め、高齢者の豊かな生活の実現と社会

参加を促し生きがいのある生活を目指します。 

 

３ 達成目標（第二次中期計画目標値を基準とする） 

(１) 会員数 ９４０ 人 

(２) 契約金額(派遣契約を含む) ４２７，５４０千円 

(３) 就業率(派遣契約を含む) ６８．５ ％ 

(４) 就業延べ人員 ７９，０００ 人 

(５) 安全就業（事故件数） ０ 件 

 （※会員数・契約金額は中期計画目標値の90％に下方修正、就業延べ人員は 

前年度実績近似値とする。） 

  

４ 実施計画 

１ 就業機会確保及び提供に関する事業 

①  就業先の確保拡大 

(ア) 会員の就業ニーズを把握し、新たな就業の開拓を目指し、公共及び民

間企業等への訪問活動により、受注先の拡大に努めます。 

(イ) 高齢者世帯だけでなく一般家庭における家事支援業務に取り組み、就

業機会及び就業先の確保に努めます。 

②  就業機会の提供 

(ア) 一般家庭からの除草、植木剪定等について、速やかな受注対応が可能

な体制の整備に努めます。 

(イ) 毎月発行する「かがやき」への就業情報掲載及び電話等により情報提

供を行います。 



 

(ウ) より多くの会員に就業機会を提供するため、ローテーション就業を推

進し、ワークシェアリング（雇用の分担）の拡大に努めます。 

 

 ２ 会員拡大事業 

① 会員の増強 

（ア） 入会説明会、会員による口コミ等により新規入会の促進を図ります。 

（イ） ホームページや市の広報誌等を活用したＰＲを行います。 

（ウ） 古河市循環バス「ぐるりん号」車載モニターに会員募集の広告掲載を

継続することで、新規入会の促進を図ります。 

（エ） 個別相談の強化により退会する会員の抑制を図ります。 

（オ） ハローワークと連携し高齢者の入会促進を図ります。（会員募集チラ

シ等配布依頼） 

 

② 女性会員の拡大 

(ア) 令和６年10月末の女性会員の割合は36.3％です。高齢者人口の男女割

合おいて、まだまだ拡大の余地が大きい女性会員の入会促進に取り組

みます。 

(イ) 女性会員の就業ニーズを把握し、女性を対象とした入会説明会等を行

い更なる拡大に努めます。 

(ウ) 女性会員活動推進会議（仮称）を発足させ、イベントへの参加、ボラ

ンティア活動等を通して、シルバー人材センターのＰＲと入会促進に

努めます。 

 

③ プラチナ会員制度の推進 

    ここ数年、退会者が入会者を上回る状態が続いています。退会者を一人で

も少なくするため、「就業は希望しないがシルバー会員として活動できる制

度」の説明や、旅行やゴルフ大会等の魅力的なイベントを実施することで会

員同士の交流を深め退会者の抑制に努めます。 

    

３ 適正就業の促進 

国から示された「シルバー人材センター適正就業ガイドライン」に基づき、

公益法人として法令遵守に努めます。「臨時的かつ短期的な就業、又は軽易な

業務」を逸脱することのないよう、発注者により一層の理解と協力を求めてま

いります。 



 

４ 一般労働者派遣事業 

委任・請負になじまない就業について、公共、企業等の理解を求めながら一

般労働者派遣事業及び有料職業紹介事業で対応します。 

※委任・請負になじまない就業とは、発注者の指揮命令又は社員等と混在作業がある

就業のことを指します。 

 

５ 安全適正就業推進事業 

① 「安全はすべてに優先する」を念頭に最重要事項として取り組みます。

現場パトロールを定期的に実施して、安全意識の徹底とその高揚を図り

事故ゼロを目指します。 

また、通勤途中の交通事故防止対策として、交通安全教育により会員

個々の認識を高めることに努めます。 

② 地域班長会議や会報「かがやき」等を通じて、安全意識の徹底と意識向

上を推進します。 

③ 夏期の熱中症対策として、暑熱環境を十分理解することで、早めの就業

停止やローテーション就業等により健康被害を回避します。 

④ 「事故ゼロ100日」を目標に、毎日看板の数字を更新することで、安全就

業に対する意識の向上を図ります。 

 

６ 研修・講習事業 

  会員の就業見学会の実施や会員の技能向上を図るため、センター独自に各種

講習会を実施します。（接遇及び傾聴講習会、安全運転技能講習会、技能講習

会等） 

 

７ 調査研究事業 

  発注者へのサービス向上や社会環境の変化に対応した事業を展開していくた

め、未就業会員の把握、先進地視察、財政基盤の安定化に向けた研究等を実施

します。 

 

８ 相談事業 

 ① 毎月第２第３金曜日に入会説明会を開催し、ＤＶＤ放映や会員のしおり等

を活用して会員の確保に努めます。 

 ② 就業を希望する高齢者に対し、随時就業相談を実施するとともに入会勧奨

に努めます。 



 

９ 委員会推進事業 

組織活動の充実と効果的な運営を図るため、委員会を設置して事業活動を円

滑に推進してまいります。 

  (１) 就業開拓会員拡大委員会 

     センター会員の就業機会の開拓及び会員の拡大について、入会説明会

をはじめ積極的に活動します。 

（街頭キャンペーン、事業所訪問、マナー研修等の開催） 

ハローワークにシルバー人材センターパンフレットの設置を引き続き

依頼します。 

(２) 安全管理委員会 

    会員の健康と就業上の安全・適正就業に関する事項を検討し、その対策

を推進します。 

（安全巡回指導、会員の意識向上のための安全研修会等の開催） 

(３) 地域活動推進委員会 

    地域活動推進と親睦を図り、円滑な事業の伸展を図ります。 

（親睦旅行、班長会議の開催） 

 (４) 広報委員会 

毎月、機関紙「かがやき」を発行し、会員に様々な情報やリアルタイ

ムな求職情報を発信します。 

また、センターの健全な事業内容と理念を広く周知するために公共施

設に「かがやき」設置を依頼します。 

 (５) 衛生委員会 

     労働安全衛生法に基づき、会員の衛生に関する重要事項を調査、審議に

より業務の円滑な運営を図ります。 

派遣先を巡視することで衛生環境を確認し、是正個所については企業

に改善を求めて会員保護に努めます。 

  

 10 社会参加促進事業 

市内各所のボランティア清掃等の社会奉仕活動を実施します。 

  

 11 普及啓発事業 

10月の普及啓発促進月間シルバーの日を中心に、駅周辺や商業施設内で加入

促進のためのパンフレット配布等ＰＲ活動を実施します。 

年間を通して、機関紙「かがやき」や「案内パンフレット」の発行、ホーム



 

ページにおける情報発信、ボランティア活動等を通じて普及啓発に努めます。 

  

 12 事業運営基盤の強化 

   財政基盤の強化と経営の健全化を図るため、引き続き事務の効率化及び経費

の削減に努め、中期計画に基づく経営を行ってまいります。 

   また、インボイス制度については適正な経理処理に努め、特定財源の積み立

てを継続して行います。 

  

  

 13 新たな契約方法への対応 

   令和６年11月１日フリーランス法の施行に伴い、シルバー人材センターの

会員が、請負・委任での就業契約について新たな契約方法に見直します。 

   会員と発注者の間に入って様々な調整を行い、会員が安心して働くことの

できる環境を確保します。 

   特に発注者には、法律の趣旨を丁寧に説明してまいります。理解を得られ

た適切なタイミングで新たな契約に移行いたします。 

   また、新たな契約業務に伴い増大する請負契約書等について、発行件数を

集約化するなど事務量の省力化を図り業務の効率化に努めます。 

  

14 デジタル化の推進 

   デジタル化の第一歩として、ホームページに「会員専用サイト」を張り付

け、全会員にＩＤを送付します。 

ヘルプデスクを設置し、希望する会員には本パスワード設定のお手伝いと

アイコン作成、スマホ操作指導、メール登録等により多くの会員がログイン

可能となるようデジタル化を推進します。 

         ※ヘルプデスク：電話や対面で会員をサポートする専門員 

 


